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＊ 慶應義塾大学大学院　社会学研究科教育学専攻　後期博士課程2年

聴覚障害者を対象とする高等教育におけるリベラル・アーツ	
―米国ギャローデット大学の歴史と現状―

Liberal	Arts	in	Higher	Education	for	Deaf	and	Hard-of-Hearing	People:		
The	History	and	Current	Situation	at	Gallaudet	University		

in	the	United	States	

原　　田　　早　　春*
Saharu Harada

The	purpose	of	this	paper	is	to	analyze	the	current	situation	and	issues	at	Gallau-
det	University	in	accordance	with	the	institution’s	history.	Gallaudet	University	has	
continued	to	provide	 liberal	arts	education	and	degrees	such	as	B.A.	and	B.S.	 for	
deaf	and	hard-of-hearing	students	for	over	150	years.	The	historical	background	and	
the	meaning	of	the	institution	providing	liberal	arts	for	deaf	and	hard-of-hearing	stu-
dents	are	clarified.	Furthermore,	the	present	situation	and	issues	that	characterize	
Gallaudet	as	a	liberal	arts	university	are	considered.	

The	results	revealed	that	Gallaudet	should	examine	whether	the	institution	is	pri-
marily	a	university	or	a	cultural	center	for	the	Deaf	community.	In	order	for	Gallau-
det	to	function	as	a	cultural	center	for	the	Deaf	community	and	function	as	a	higher	
education	 institution,	 the	 institution	should	actively	engage	 in	 its	educational	con-
tents	of	liberal	arts	and	re-evaluate	its	B.A.	and	B.S.	degrees	as	a	liberal	arts	univer-
sity.
Keywords:	 Gallaudet	University,	Deaf	and	Hard-of-Hearing	People,	Higher	Educa-

tion	in	the	United	States,	Liberal	Arts,	Careerism
キーワード： ギャローデット大学，聴覚障害者，アメリカ高等教育，リベラル・アー

ツ，キャリアリズム	

はじめに

本稿の目的は，アメリカの私立大学であるギャローデット大学の歴史を踏まえ，現状と課題を分析す
ることにある。聴覚障害者を対象とする同大学は，開学した1864年から今日までの期間において一貫
してリベラル・アーツを重んじた教育を提供しB.A.やB.S.といった伝統的学位 1を提供してきているこ
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とに特徴がある。それはいかなる歴史的背景のもとで成立し，それはどのような意味を持っていたの
か。またリベラル・アーツをめぐって，現在のギャローデット大学はどのような課題を有しているか。
こうした問題について，同大学の年次報告書や150年史，初代学長であるE.M.	Gallaudetの著書，ギャ
ローデット大学のホームページ等をもとに分析する。

ギャローデット大学は，世界で最も早期に障害者を対象として高等教育機会を提供した機関であると
位置づけられている。自らについては「世界で唯一の聴覚障害者を対象としたリベラル・アーツ・ユニ
バーシティ」2であると称している。また1988年に同大学の学長として初めてろう者を採用することを
求める運動として起こったDeaf	President	Now	movement（以下，DPN運動）は，「聴覚障害者の公民
権運動」3として評価される。DPN運動は，いくつかの連邦法に加え，障害者にとって最も重要な差別
禁止法である「障害を持つアメリカ人法（Americans	with	Disabilities	Act:	ADA）」（1990年）の成立
に大きく寄与したと言われている4。また運動後，同大学は「ろう者社会（Deaf	Community）」5や「ろ
う文化（Deaf	Culture）」の中心地として世界的に認識されるようになった6。こうしたことからも分か
るように，同大学はろう者社会の文化的中心地としての機能に加え，社会的・政治的にも大きな影響力
をもつ高等教育機関である。

同大学を対象とした先行研究については，例えば開学後100年の歴史を，年次報告や理事会の記録を
元に整理したAtwoodの研究7や，19世紀のアメリカにおける，ろう学校やギャローデット大学設立の
歴史を含め，ろう者社会形成について包括的に分析したVan	Cleve	&	Crouchの研究8，各著者による
エッセイをジェンダーや人種の問題等，具体的なトピックごとに分類，集約し，ろう者社会を形成する
上での同大学の役割を検討したGreenwald	&	Van	Cleveの研究9等が挙げられる。また上述のDPN運
動は特に数多く取り上げられるテーマであり，50人以上へのインタビュー調査に基づき，DPN運動の
背景や成功要因，影響を分析したChristiansen	&	Barnarttによる研究10は代表的である。このように，
聴覚障害者としての権利の確立や，ろう者社会やろう文化との関わりにおける研究が同大学を対象とす
る研究の中心を占める。しかしながらこれらは同大学の高等教育機関としての特徴ではなく，むしろ，
ろう者社会の中心地としての特徴に焦点が向けられるばかりで，いずれも限定的な特定課題を扱ったも
のであることを指摘できる。

他方，日本国内におけるギャローデット大学を対象とする研究については，上野益雄のE.M.	Gallau-
detの聾唖者観及び手話に対する基本的考え方について整理した研究 11や，原順子によるギャローデッ
ト大学の歴史や教育理念とろう者社会との関連についての研究12，そして鶴田一郎13による障害者学生
支援の日米比較の一部としてのギャローデット大学と筑波技術大学における比較研究等が主要なものと
して挙げられる。国内の研究からは，同大学を対象とする研究が非常に少ない為，各邦文によってその
焦点が分散していることを指摘できる。そして「リベラル・アーツ・ユニバーシティ」と称される同大
学の特性を見出す研究は未だ無い。

現在アメリカにおける聴覚障害者を対象とする高等教育では，専門職業的教育やそれに準ずる専門職
業的な学位の提供に対して一定のニーズが見出されている14。この点を相対化して鑑みた時，同大学が
長年にわたり聴覚障害者を対象とする「リベラル・アーツ・ユニバーシティ」として，リベラル・アー
ツ教育やリベラル・アーツ学位を提供し続けてきた点は，聴覚障害者を対象とする高等教育機関として
の同大学の特性であると考えられる。同大学はいかにして聴覚「障害者」に対し，リベラル・アーツ教
育やその学位を提供するに至ったのか，またどのような意味をそこに見出していたのだろうか。そして



	 聴覚障害者を対象とする高等教育におけるリベラル・アーツ	 79

このように，同大学が150年間リベラル・アーツを重んじてきたにも関わらず，近年ギャローデット大
学は，ろう者社会の文化的中心地としての性格を強めており，高等教育機関としての性格が弱まるとい
う危機を迎えた。そのような状況の中で，開学当時見出されていた聴覚障害者に対しリベラル・アーツ
教育を提供する事の意味は，今日のギャローデット大学においても同様に見出されているのか，あるい
はその意味は変容してしまったのだろうか。これらの疑問から，本稿ではギャローデット大学における
リベラル・アーツをめぐり，特に同大学の開学時の歴史をリベラル・アーツ・ユニバーシティとしての
同大学の基盤として踏まえた上で，現状及び課題について検討することを，研究課題とする。

本稿の構成は以下の通りである。第一章では，ギャローデット大学の組織・構成，更にリベラル・
アーツ教育とB.A,	B.S.学位授与等の現状を概観する。第二章では，一節で同大学の設立背景及びリベ
ラル・アーツ教育を提供するに至った背景を確認する。そして二節で，当時のギャローデット大学では
聴覚障害者に対し，リベラル・アーツ学位を提供することにどのような意味が見出されていたのか，
E.M.	Gallaudetのろう教育観を基に分析し，実際に卒業生が得た進路実績とあわせて明示する。第三章
では，第二章を踏まえ2006年の学長抗議運動を背景とした地域認証評価機関による注意勧告と大学改
革に焦点を当て，同大学が近年直面した問題を概観する。第四章では，特に第一章から第三章を通し
て，同大学が聴覚障害者に対しリベラル・アーツ学位を提供するということの意味が，開学当初と比較
していかに変容したのか，今後の同大学の課題と併せて考察する。

1.　ギャローデット大学の現状

ギャローデット大学は，ワシントンD.C.に99エーカーの大規模キャンパスを持ち，私立大学であり
ながらも，開学時より連邦政府から多額の資金援助を受けている。近年ではEducation	of	the	Deaf	Act

（1986年）の下，年間歳入のかなりの割合を連邦政府からの直接的資金として受け取っており，2015
年～2016年の会計年度においては，その支出の約70%は連邦による支援金によって充当されている15。
また同大学は，1957年より中央州高等教育機関委員会（The	Middle	States	Commission	on	Higher	Ed-
ucation： 以下，MSCHE）16から認証評価を受けている他，多くのプログラムも各専門評価機関におい
て評価を受けている。

ギャローデット大学はろう者社会の文化的中心地として，高等教育以外の学校段階においても，聴覚
障害者を対象とする教育プログラムのモデル提供している17。その広大なキャンパスには，上述のEdu-
cation	of	 the	Deaf	Actのもと，改革的なカリキュラム教材と指導技術方法を開発し，全米各地の学校
に広めることを使命としたクラーク・センター（Laurent	Clerc	National	Deaf	Education	Center）が設
置されている。学校段階の教育はセンターの附属教育施設である，児童やその親に対し第8学年まで
サービスを提供するケンドール実践初等学校（The	Kendall	Demonstration	Elementary	School:	
KDES），そして第9学年から第12学年までを対象にプログラムを提供するモデル中等学校（The	Mod-
el	Secondary	School	for	the	Deaf:	MSSD）において提供される。クラーク・センターは，同大学を運営
していく上でも主要なディビジョンであるとされ，2015年～2016年度における会計報告では大学部門
と並んで主な支出源であると述べられている。

ろう者社会の中心地としてのギャローデット大学の特徴として挙げられるもう一つの点は，教職員雇
用についてである。現在，同大学の教職員雇用の半数以上は聴覚障害者を採用しており18，とりわけ上
述のDPN運動以降，その数は増えている19。同様に学長を務める者も，DPN運動以降は全員がろう者
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であり，学生に限らず，ギャローデット大学の組織自体がろう者によって構成された，ろう者社会の中
心地であるといえる。

さてギャローデット大学はセメスター制を採用する総合大学であり，学士課程では現在約5%の聴者
のみ入学を認められ，大学院は聴覚障害者，聴者の双方に開かれている。2017年～2018年度における

表1　ギャローデット大学における学位プログラム（副専攻や専門資格を含む）

学位プログラム
学士課程（取得可能学位／副専攻／選択オプション） 前期・後期博士課程（取得可能学位／取得可能資格）

会計学（B.S.） オーディオロジー（Au.D）
アメリカ手話（B.A.） 臨床精神保健カウンセリング（M.A.）
アート&メディア・デザイン（B.A.） 臨床心理学（Ph.D.）
美術史（副専攻） ろう教育（Ph.D.,	Ed.S.,	M.A.）
アスレチック・コーチング（副専攻） アメリカ手話と英語のバイリンガル幼児ろう教育（証明書）
生物学（B.A.及びB.S.） 障害のあるろう学生への教育（証明書）
経営学（B.S.） ろうの歴史（証明書）
化学（B.A.及びB.S.） 乳幼児と家族（証明書）
コミュニケーション学（B.A.） 神経教育学（Ph.D.）
ダンス（副専攻） 聴覚，言語及び言語科学（Ph.D.及びM.S.）
ろう者学（B.A.） 国際開発学（M.A.）
デジタル・メディア（副専攻） 通訳（Ph.D.及びM.A.）
教育学（B.A.,	B.S.及び5年間のB.A.／M.A.オプション） 言語学（Ph.D.及びM.A.）
英語（B.A.） 行政学（M.P.A.）
倫理学（副専攻） 学校カウンセリング（M.A.）
家族学（副専攻） 学校心理学（Psy.S.）
政治学（B.A.） 手話教育（M.A.）
グラフィック・デザイン（副専攻） ソーシャルワーク（M.S.W.）
歴史（B.A.） 言語療法（M.S.）
情報技術（B.S.）
国際研究学（B.A.）
通訳（B.A.）
言語学（副専攻）
数学（B.A.及びB.S.）
哲学（B.A.）
写真（副専攻）
レクリエーション&スポーツプログラミング（副専攻）
リスク管理／保険（B.S.）
自主専攻
ソーシャルワーク（B.A及び5年間のB.A./MSWオプ
ション）
社会学（B.A.）
スペイン語（B.A.）
スタジオ・アート（副専攻）
舞台芸術（B.A.）
ライティング（副専攻）

出典）Gallaudet	University	“Major	and	Minor”	より筆者作成（URL略）



	 聴覚障害者を対象とする高等教育におけるリベラル・アーツ	 81

学士課程の在籍者数は1,111人（内，聴者は132人）であり，大学院の在籍者数は437人（内，聴者は
233人）である20。このように総合大学としては小規模であるが，学士課程に在籍する学生は40種類以
上の主専攻からB.A.あるいはB.S.の学位の取得が可能であり，大学院ではM.A.及びM.S.,	Ph.D.,	
Au.D.（聴覚学博士），その他専門資格や証明書（Ed.S.やcertificate）が取得可能である。特に学士課程
では，アメリカの高等教育史においても伝統的私立カレッジが提供してきたB.A.やB.S.といったリベラ
ル・アーツ学位が，同大学においても開学時より提供され続け，現在は豊富なコースと共に提供されて
いる（表1）。学位プログラムを提供する組織は大きく，アーツ・アンド・サイエンシズの学士課程カ
レッジ（College	of	Arts	and	Sciences），教育・ビジネス・福祉スクール（School	of	Education,	Busi-
ness	and	Human	Services），大学院（Graduate	School）の3つがあり，特に学士号取得に向けたほと
んどのプログラムは，アーツ・アンド・サイエンシズのカレッジによって準備されている。

また，同大学は就職においても優れた実績を誇っている。近年の卒業生の約95%は就職，もしくは
大学院等に進学している。近年の卒業生は40%が教育，職業訓練，図書館，12%は医療関係や技術職，
10%は地域や福祉サービス，7%は事務職や行政支援，6%はビジネスや金融関係に就職している21。こ
のように，ギャローデット大学の卒業生は必ずしも専門職業的な分野ではなく，多方面にわたり活躍で
きていることがわかる。加えて，同大学の卒業生は，例えばビジネス系におけるIBMやMerrill	Lynch,	
Microsoft	Corporation等の世界的有名企業をはじめ，アメリカの連邦議会や省庁等の政府機関への就職
も達成しており，国を担う人材として輩出されていると言えよう22。以上が今日のギャローデット大学
の大まかな概要である。

2.　ギャローデット大学の歴史

2‒1.　ギャローデット大学の設立背景とリベラル・アーツ提供の経緯
本節からは，ギャローデット大学の設立背景，そして同大学がリベラル・アーツ教育を提供すること

になった経緯を確認する。
19世紀初頭，アメリカにろう教育がもたらされて以来，ろう学校は基本的に全寮制であり，読み書

き算数といった基礎教科と職業訓練のみが行われていた。そして，このような聴覚障害者に対する，ろ
う教育卒業後の知的成長の可能性の無さに対する批判から，19世紀半ば，ろう者の大学論が現れた 23。
こうした議論を背景に，実際に慈善家及び活動家であるAmos	Kendallが寄付した2エーカーの土地に
1857年に建設されたろう者のための教育機関であるコロンビア盲聾唖学校の大学部として，1864年，
ギャローデット大学の前身が誕生した24。この大学部が構想され，議会で正式に設立を認める法案が可
決されるまでの間は，一部の議員から，同大学が「他の古く格式の高いカレッジと同等のレベルに無い
と，学位を提供するのは適切ではない。」といった意見や，「ろう者に対する施設においてろう者のため
に考案された適切な学位を提供する権利を与えることには賛成であるが，文学や科学の分野における学
位を与えることは適切ではない。」といったろう者の知的能力に対する懐疑に基づいた反対意見が出て
いた25。しかし最終的には上下院において法案が可決し，当時自身の最も重要な政治目標として，全て
の人々に「人生において公正な機会を（Fair	Chance	 in	the	Race	of	Life）」26与えることを掲げていた
Lincoln大統領の署名によって，今日のギャローデット大学の前身が誕生したのである。ここまでが聴
覚障害者を対象とする高等教育機関の設立背景である。

では，何故ギャローデット大学においてリベラル・アーツ教育が提供されることになったのか。同大
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学は開学時よりリベラル・アーツに焦点を当て，古典がカリキュラムの中心を占めていた27。その背景
としては，上述の通り，従来のろう教育において提供されてきた3Rと職業訓練に対する批判が存在し
ていたことが関連していたと考えられる。また，開学時より46年間学長を務めたE.M.	Gallaudetが，
ギャローデット大学の設立は，ろう者の学生が社会において誇りある地位を獲得できるよう，より高度
な知識を目指す，という点で重要であるとしたことからも28，ろう者にとって「より高度な知識」とし
てリベラル・アーツが提供されるに至った，と考えて良いだろう。また，このような背景の他に，E.M.	
Gallaudetの高等教育に施したいくつかの実践もまた，同大学がリベラル・アーツを提供する間接的理
由になっていることが指摘できる。

E.M.	Gallaudetは，その父親であり，アメリカろう教育の先駆者であるT.H.	Gallaudetが，度々ろう
者の為の高等教育機関について言及をしていたこと29，そして自身もろう学校の教師仲間とろう者のた
めの大学創立について語ったことがあったことから30，ろう者のための高等教育機関を設けることを，
一つの目的として秘めていた。大学部創設時アカデミック・コースについては，アメリカのカレッジに
おいて提供されていたものに対応しながらも，聾唖者独自の要望に応えるように適応させることが望ま
しいとされていたが31，E.M.	Gallaudetは当時，州立のろう学校の卒業生が大学レベルの基礎学力まで
は充分に備えていなかったことを懸念した。そこで彼は，大学部を他の一般大学と「完全に同じ水準に
保つため」32には学部に正式に入る前のコースとして予科課程が必要であると主張し33，予科課程入学後
も基礎コースである英語，数学あるいは科学分野における単位の履修を必ず求めていた。また彼が学長
を務めている間は，そこから大学部への入学自体が容易ではなく，出身ろう学校校長の推薦が必要であ
ることや，入学を許可された後も一斉試験として算数，英文法，歴史，地理学，生物学，哲学，ラテン
語文法（語源学と統語論に及ぶ）など徹底的に基礎学力が求められた34。更に，開校以来15年間は学生
の受け入れもごく小規模であったことからも，大学部の入学については厳しく学生を選抜していたこと
が伺える。こうしたことからも，当時アメリカのろう教育は慈善家や篤志家の支援に支えられていたと
いう背景に対し，当時のギャローデット大学では単に慈善としてではなく，当時の他のカレッジとの水
準を合わせるよう徹底した教育の提供が意図されていたことが分かる。その結果，当時のギャローデッ
ト大学は，「他の高等教育機関と異なる点は，学生がろう者である，という点のみであった」35と評価さ
れており，厳格な学問機関としての基礎がここに看取される。

またE.M.	Gallaudetのろう者のための高等教育におけるこだわりは，学位証明書を当時のアメリカ高
等教育において常習的な形式であったラテン語で記すべきであると主張したエピソードにも見出せ
る36。結果的にそれは英語で記されたが，その時期にアメリカ高等教育ではギリシャ語やラテン語と
いった上流階級の証とされていた知識から，英語・数学・科学及び実用的科目の分野における実践的な
教育が好まれる動向があったという時代背景から見ても，E.	M.	Gallaudetは他の高等教育機関，とりわ
け伝統的な私立カレッジを一つのモデルとして想定していたと考えられる。

ここまでを踏まえると，ギャローデット大学がリベラル・アーツ教育を提供するに至った背景として
二つの経緯が考えられる。第一に，従来のろう教育における3R等の基礎教科及び職業訓練を終えた後
に目指すべき，より高度な知識として，リベラル・アーツが焦点化されたという経緯である。そして第
二に，E.M.	Gallaudetによる思索，即ち，他の伝統的なカレッジを一つのモデルとし，ギャローデット
大学が聴覚障害者を対象とする「高等教育機関」として，その学問的機関としての厳格性の保持を目指
すという思索から，自然とリベラル・アーツ教育を提供することになったという経緯である。このよう
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に当時のろう教育の状況と，E.M.	Gallaudetが大学部に対して行った実践という二つの背景を経て，
ギャローデット大学が聴覚障害者に対し，リベラル・アーツを提供するに至ったと考えてよいだろう。

2‒2.　聴覚障害者に対しリベラル・アーツ教育を提供する意味
前節を踏まえ本節では，当時のギャローデット大学では聴覚障害者に対しリベラル・アーツ教育を提

供する事に，どのような意味を想定していたのか，そして結果的に卒業生はどのような意味を得たの
か。前者についてはE.	M.	Gallaudetの教育観を，後者はE.	M.	Gallaudetが学長を務めていた時期の卒
業生の進路実績を基に分析する。

先ずはE.	M.	Gallaudetの教育観を基に聴覚障害者に対しリベラル・アーツ学位を提供する事に，ど
のような意味が見出されていたのかを分析する。但しE.	M.	Gallaudet自身は，大学におけるリベラル・
アーツ像について直接的に言及を行っているわけでは無い。従って，ここでは「教育観」とは，彼自身
の主たる関心であった，初等中等教育を含む「ろう教育」に焦点を当て，それに対する思考について概
観することとする。

彼は，ろう教育の前提となる聾唖者観として，フランスのろう者教育を牽引し，人類の恩人と称され
たDel’Eや，父親であるT.	H.	Gallaudetの考え方を踏襲している。それは，ろう者を正常な人間と見な
し，「ろう」というものを異常なものとして認識していないというもので，音声で話すことが出来ない，
という能力の欠如そのものは認められるものの，それが知的発達の障壁にはならず，むしろ「ろう」と
いう状態にあった教育手段を見つけることが必要であるという立場である37。この教育手段こそが「手
話」である。19世紀後半のアメリカでは，ろう教育における教育方法，即ち「手話法」と「口話法」
が鋭く対立し，1880年のミラノ国際ろう教育会議以降，ろう学校では手話の使用が禁止され，口話が
奨励されることとなった38。しかし，アメリカでは手話を用いて教科教育を行う事を信念としていたと
いう背景や39，彼の立脚する聾唖者観に分かるように，E.M.	Gallaudetはろう者に見合った教育手段と
しての「手話法」を重要視していた。しかし彼は同時に，「口話法」を取り入れることの重要性も掲げ，
ろう教育における「併用法」という，第三の立場に立脚していたのである。この「併用法」という立場
をとったことで，E.M.	Gallaudetは多くの批判を浴びるが40，口話法の教育理念ではなく，彼自身はあ
くまでも手話法のそれに立っていた。手話をろう者の言語として肯定した上で，発音指導によって得ら
れる利益を無視すべきでないとし，両者は歩み寄るものとして認識していたのだ。このように彼が手話
法の理念に立脚しつつ，発音指導を無視出来なかった背後には，彼が，ろう教育を受けたろう者のゴー
ルとして，聴者の社会に生きて，聴者との有利なコミュニケーションを図ることの出来るろう者であっ
てほしい，といった願い41がある。そしてこの願いは，彼がろう教育の主たる目的として「英語」の獲
得を掲げていたことにも関連しているだろう42。手話を操るろう者も，最終的に聴者の社会に生きてい
く必要がある，こうした思考は，E.M.	Gallaudet自身は聴者であったが故なのかもしれないが，その「ろ
う教育」観こそが，本稿の観点からは重要であると考える。

ここで改めて，E.	M.	Gallaudetがろう者に対しリベラル・アーツ教育を提供することにどのような意
味を想定していたかという問いに立ち返った時，それは聴覚障害者が聴者社会に生きる上で，リベラ
ル・アーツが評価に値する学識となる，ということが一つの答えになるのではないだろうか。既に確認
した通り，開学当初は大学部への選抜が大変厳しかったことや，聴者社会においても当時カレッジに入
学できる者がそこまで多くない中，ギャローデットの学生はろう者の文化を生み出す中の「エリート」43
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集団として認められていた。そのような時代背景の中，当時の伝統的カレッジと同様の教育内容として
のリベラル・アーツを提供する事は，ろう者が聴者社会に生きる上でも，学識のあるろう者として認識
される，リベラル・アーツはそのような意味を持つものとして想定されていたのでないだろうかと推測
できる。

では，そのような意味の想定のもと，結果としてギャローデット大学で学位を取得した学生はどのよ
うな意味を獲得したのだろうか。E.	M.	Gallaudetが学長を担っていた時代，30年足らずの間に同大学
は，教師（大多数），牧師，新聞編集長・発行者，国家公務員，著名な植物学者，建築家，市議会議員，
実践的な化学者，ろう学校設立者，ギャローデット大学部教授，弁護士，保険業者等を世に送り出して
いる44。従来，ろう者が専門職に就く事も，社会的に出世を経験することも先ず考えにくく，良くて技
術を磨き熟練工になる以外の道はなかった。また，一部の裕福な家庭の子息あるいは学業成績優秀なろ
う者のみが，ろう学校の教師になれたという45。この歴史を踏まえると，リベラル・アーツ教育を受け
たろう者がこのように多様な進路を獲得しているという事実は，ろう者が肉体労働に留まる必然性は無
く，専門職に必要な知力を備えていることを明らかにしたと同時に，ろう者を対象とするリベラル・
アーツ教育の意味としても十分に認められる。

ここまでをまとめると，E.M.	Gallaudetがろう教育において併用法の立場に立ったことの背後に，
E.M.	Gallaudetが聴者社会に生きるろう者を理想とするろう教育観を有しており，その観点からは聴者
社会でも通用する学識という意味合いを持って，ろう者に対してリベラル・アーツを提供していたとい
うことが考えられる。19世紀半ば以降，南北戦争等を背景とする工業化の潮流から農業や機械工学等
実用的な学問が求められるようになった聴者社会において，聴覚障害者にあえてリベラル・アーツ教育
が提供された。この事実からは，3R等の基礎教科と職業訓練が支配的であったろう者社会という枠組
みに限って，ある種エリート主義的なリベラル・アーツ観をE.M.	Gallaudetは抱いていたのかもしれな
い。しかし一方で，聴者社会という枠組みにおいては，19世紀半ば以降，学生の知能の拡大やバラン
スのとれた性格を養うというリベラル・アーツの転換に伴った46，より普遍的な学識としてのリベラ
ル・アーツ観を彼は抱いていたのではないか，ということも見て取れる。加えて，実際に卒業生の進路
は多岐にわたり，ろう者の就職分野の充実化が達成されたと言う事実は，ギャローデット大学で取得し
たリベラル・アーツによってもたらされた職業的意味として充分に認識され得る。

このように，間接的にではあるがE.M.	Gallaudetのろう教育観からリベラル・アーツをろう者に提供
する事の意味，そして実際にギャローデット大学の卒業生が獲得した成果をその職業的意味として確認
した。本稿では，リベラル・アーツ教育を提供し初めてE.M.	Gallaudetが学長職を去るまでの期間を，
歴史として見てきたが，同大学は150年以上リベラル・アーツ教育を重んじ，B.A.とB.S.学位を提供し
続けている。開学から46年の間に得られた意味や成果は今日においても一様のものであるのか。次章
以降では改めて，その視点を現状へと移していく。

3.　2006年の学長抗議運動を背景としたMSCHEによる注意勧告と大学改革

本章では2006年の学長抗議運動47を背景としたMSCHEによる注意勧告，そしてその対策としてギャ
ローデット大学で施された大学改革について概観した上で，リベラル・アーツ・ユニバーシティとして
の同大学に転換期が訪れたことを指摘する。

2006年にギャローデット大学でおきた学長抗議運動は，白人ろう者ではなく，バックボーンに多様
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性のあるろう者を学長として求めるものであった。それは1988年に起きたDPN運動との比較において
分かりやすく理解される。DPN運動は，冒頭にも述べた通り，ギャローデット大学の歴史において初
のろう者の学長就任を求めた抗議運動であったため，「聴者」対「ろう者」という明確な二項対立にお
いて，そのスローガンに「ろう者の学長を，今（Deaf	President	Now）」を掲げていた。これに対し，
2006年のろう者が学長の最終候補となったものの「ろう者として不十分である（not	Deaf	enough）」48

といったフレーズが用いられ，ろう者としてのバックボーンや人種，アメリカ手話の取得時期等が争点
となった。そして言うなれば，「ろう者」対「真のろう者」といった，ろう者社会特有の潜在的二項対
立を背景に，そのスローガンに「より良い学長を，今（Better	President	Now）」49を掲げるものであっ
た。同抗議運動はキャンパスの閉鎖等を伴ったため，2006年は激動の一年となったが，同年は10年に
一度行われるMSCHEによる認証評価の中間評価の年でもあった。抗議運動とそれに対するマスコミ報
道を受け，MSCHEは同年11月に，評価基準におけるコンプライアンスから逸脱しているとの注意勧告
を出し，同大学は保護観察下に入ることになった50。認証評価が得られなくなる危機に立たされたので
ある。その理由はキャンパスの閉鎖や新学長への任命取り下げ，大学の風潮等の抗議の間におきた問題
に加え，それ以前より指摘されていたガバナンスの見直し，ミッション声明及び戦略計画の不十分さ，
在籍者管理の甘さ等が挙げられている51。またMSCHEによる注意勧告の基礎には，数回にわたる視察
訪問によって度々強調されていた，同大学がMSCHEや他の高等教育機関との関連においてより活動的
になるべきである，という要求があった。MSCHEの見解によると2006年の抗議運動は「ギャローデッ
トは主として大学なのかろう者社会の文化的中心地なのか」52といった問いを掲げるものであった。そ
の上で，ギャローデット大学はその両方の役割を果たせるが，全ての大学に適応できるよう，その基準
に対応する必要があり，従って文化的中心地としての機能が，大学としての機能に付随されるべきであ
るとした53。このMSCHEによる指摘は，まずは同大学に高等教育機関としての機能を確立させること
を要求していたと考えられる。

このようなMSCHEの注意勧告に対し，2006年の抗議運動を経て選出されたRobert	Davila新学長は，
早急にこれらの課題に対し，改革を急いだ。その結果2008年には再認証が認められることとなった。
このMSCHEの勧告を受けた大学改革について，特に重要であったとされるものは，「学士課程のカリ
キュラム改革」と，「新たなミッション・ステイトメントの設定」である54。前者の学士課程のカリキュ
ラム改革では，同大学のリベラル・エデュケーションの根幹を成すともいえよう，ジェネラル・エデュ
ケーションの再編成に伴い，「ジェネラル・スタディーズ」という必修科目群の履修要件を，かつての
約60単位から約40単位へと減らした55。また，4要素で構成される「ジェネラル・スタディーズ」の要
素として「キャリア・ディベロップメント」56という項目を加えた点も変更点の一つである。

また後者の改革においては，新たなミッション・ステイトメントとして下記の文言が設定された。

1864年に連邦政府に設置認可されたギャローデット大学は，アメリカ手話と英語を通して，ろ
う者や難聴者の為に，知的で専門的な進歩を保証するバイリンガル，多様，多文化的な高等教育機
関である。ギャローデット大学は，研究と学術活動の誇りある伝統を維持し，競争の激しい，技術
的で急速に変化する世界に向けて，卒業生のキャリアの機会を準備する。57

ここで特筆すべき点は，先ず，ギャローデット大学が高等教育機関であるための基準として，通常の
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大学においては口話コミュニケーションにおいて達成されるイングリッシュ・リテラシー（英語の読み
書き能力）が，アメリカ手話においても実践されるという旨が追加，明示されたことである。更に，同
大学の学生のため，卒業後の「キャリア・プリパレーション」についての言及を行い，キャリアリズム
の観点をミッションにおいても導入したことも，大きな変更点であった。

ここまでを踏まえ，同大学では2006年の学長抗議運動や，他の高等教育機関との水準を図るべきで
あるという意見を背景とした，MSCHEの注意勧告を受け，大学改革を行ってきたことが分かった。そ
こで改めて注目したいのは，カリキュラム改革において，必修科目群のジェネラル・スタディーズの必
要履修単位が減らされたにも関わらず，その一要素として「キャリア・ディベロップメント」が加えら
れた点，そして，ミッション・ステイトメントの再設定に伴い，卒業生の「キャリア・プリパレーショ
ン」が明記されたという点である。これは言い換えれば，ミッション・ステイトメント改革及びカリ
キュラム改革において，その双方にキャリアリズムの要素を導入することで，ギャローデット大学が高
等教育機関としての立て直しを図ったということであり58，本稿の観点からも重要であるといえる。そ
して，このことはギャローデット大学が高等教育機関としての立場を維持する為には，「リベラル・アー
ツ・ユニバーシティ」として，聴覚障害者に対するリベラル・アーツ教育やその学位の提供を推奨する
だけでは，不十分であったことを暗示している。例えば，2006年以前の同大学のミッション・ステイ
トメントは，下記のように記されていた。

ギャローデット大学は世界で唯一ろう者と難聴者のためだけにデザインされたリベラル・アー
ツ・ユニバーシティであり，教室内外におけるファカルティ，スタッフ，学生が手話と英語をコ
ミュニケーション手段として使用している。結果的に学生はキャンパスライフにおけるあらゆる場
面に完全に参加することができ，その結果，リベラル・アーツ教育の最終目標である包括的教育と
経験を獲得することが出来る。59

このミッション・ステイトメントが，2006年のMSCHEの注意勧告において，その不十分さから再設
定が必要であると指摘を受けており，再設定後「リベラル・アーツ・ユニバーシティ」の語は除かれて
しまっている。そして，引き換えにキャリアリズムの要素を新たに加えることで，高等教育機関として
の立場を保とうとしたのである。カリキュラム改革について言えば，リベラル・アーツ教育を提供する
同大学のコアを担うジェネラル・スタディーズにおいて，「キャリア・ディベロップメント」が履修条
件として課されたこと自体，キャリアリズムが，オプションとしてではなく，今後のリベラル・アーツ
教育と切り離せない要素となったことの表れであるとも言える。

このように，2006年以降は，リベラル・アーツ・ユニバーシティとしてのギャローデット大学は一
つの転換期を迎えたということが指摘できる。

4.　考察

本章では，これまでの議論を踏まえ，2章でみたリベラル・アーツを聴覚障害者に対して提供する事
の意味は，どのように変化したのかを考察する。そして最後に，リベラル・アーツ・ユニバーシティと
してのギャローデット大学の今後の課題を考察する。

1章において，今日におけるギャローデット大学の卒業生の就職先について言及したが，教師をはじ
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めとする教育関係の割合が多い点を始め，その就職先が多岐にわたって充実しているとことから，開学
時も現在においても，リベラル・アーツを得たことで結果的に伴う職業的意味については変容が見られ
なかった。しかしながら，本稿を通して，リベラル・アーツ・ユニバーシティとしての同大学は，大学
が想定するリベラル・アーツ教育の意味を巡って，開学当初とは異なる立場を取ろうとしていることが
指摘できる。2章において，同大学は開学当初，それまでろう学校で実施されていた3R等の基礎教科
や職業訓練への限定性への批判に加え，B.A.やB.S.学位を提供し，その教育内容を徹底することで，他
の伝統的カレッジのような高等教育機関としての立場をスタートさせたという歴史的背景があったこと
を確認した。また，リベラル・アーツ教育やその学位を提供する事は，聴者社会に生きる上で通用する
学識を聴覚障害者が有するという意味を持つということを考察した。このような歴史に対し現在同大学
においては，「リベラル・アーツ・ユニバーシティ」としての教育の充実化や，リベラル・アーツ教育
の結果得られるB.A.やB.S.学位の厳格性というものは，あえて重要視されることはない。それらの意味
を吟味することは放棄され，キャリアリズムの導入をもって他の高等教育機関との水準を合わせること
で，高等教育機関としての立場を保とうとしている，ということが見て取れる。

このような事態は，アメリカ高等教育の動向として，リベラル・アーツ教育の需要が減少していると
いう事実からも指摘することが出来る60。しかし同大学の場合は更に，その背景に「聴者社会」と「ろ
う者社会」との関係性への認識の変化，というものが関連していると考察できる。その認識の変化と
は，E.M.	Gallaudetを始めとする「聴者の学長」と，1988年DPN運動以降の「ろう者の学長」という
学長職の本質的立場の相違，加えて2006年以降の運動に見られるようにろう者社会の文化的中心地と
一口に言っても，その文化内で更なる多様性を求める動きが台頭してきたことによって起こっている。
つまり，開学当時のギャローデット大学のリベラル・アーツが，聴者の学長であるE.M.	Gallaudetの意
向で，ろう者社会に対してメインストリームである聴者社会に生きるろう者を育成する上で必要であっ
たことに対し，今日ではろう者の学長のもと，ろう者社会そのものの文化観の変化に対応する形で，同
大学が，多文化的なろう者社会に生きる，ろう者の育成を目指すようになった，ということである。今
日の多文化主義的なろう者社会は，聴者社会とは異なるカルチャーを創造しているのだ。その観点から
すると，ギャローデット大学の中で，多文化的なろう者社会に生きるろう者を育成するためのリベラ
ル・アーツが改めて強調され，積極的にその意味が再評価されることは，充分に起こり得ることだろ
う。しかし実情としては，2006年以降，聴者社会における高等教育機関とのレリバンスを図るために，
聴者社会の潮流と比例してキャリアリズムが導入され，かつて重要視されていたリベラル・アーツはか
えってその存在感を弱めてしまっているのである。

では改めて，リベラル・アーツ・ユニバーシティとしてのギャローデット大学が直面し，対処すべき
課題とは何であるのか。それは，先の「ギャローデットは主として大学なのか，ろう者社会の文化的中
心地なのか」という問いに基づく，同大学の在り方がやはり大きく関連していると考えられる。例え
ば，ギャローデット大学が今後，高等教育機関としての機能に更に重点を置き，キャリアリズムの強化
をもって聴者社会における他の高等教育機関とのレリバンスを図ろうとする場合，リベラル・アーツ・
ユニバーシティとしての立場を失っていく恐れがある。なぜなら，近年におけるろう教育における人口
動態の変化からも推測できるが61，必ずしもアメリカ手話と英語のバイリンガル教育というコミュニ
ケーション環境を必要としない学生は，他の一般的な高等教育機関でリベラル・アーツ学位取得を目指
すようになるためである。では高等教育機関としての機能ではなく，ろう者社会の文化的中心地として
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の機能を強化する場合はどうだろうか。この場合，前提としてギャローデット大学が高等教育機関であ
ることの必然性が揺らいでしまう可能性がある。また，ろう者にとって特有の文化を過度に主張するこ
とや，周囲を受け付けない強固な信念を執拗に掲げることによって，再び2006年のような抗議運動が
引き起こされ，社会からも，他の高等教育機関からも度々ネガティブな印象を抱かれてしまう危惧もあ
る。

このような懸念からも，MSCHEからの注意勧告等の現実的な問題に上手く対処しながら，「聴者社
会」の動向に揺るがされることなく，同大学で提供されるリベラル・アーツ教育やB.	A.,	B.	S.学位の学
問的厳格性の再評価をもって，同大学は高等教育機関としての機能を強化することが重要であると筆者
は考える。ギャローデット大学が今日改めて，リベラル・アーツ教育やその学位を聴覚障害者に対して
提供する事の意味を問い返す事は，高等教育機関としての機能のみならず，聴覚障害者に対しリベラ
ル・アーツを提供するという特性として，ろう者社会の文化的中心地を構成する新たな機能にもなり得
るためである。リベラル・アーツは，ろう者社会の中心地としての機能と高等教育機関としての機能の
緊張関係やバランスを上手く保つための突破口になるだろう。

しかし一方で，ギャローデット大学は，現在その使用言語をアメリカ手話と英語のバイリンガルと
し，学士課程における聴者の受け入れも極少数である。この点からは，聴覚障害者を対象とする高等教
育機関として同大学は，既にメインストリームである聴者社会において主流の高等教育機関とはあえて
一定の距離をとり，特殊大学としての立場を確立していることがわかる。当たり前のことではあるが，
同大学はこのように他の高等教育機関との一定の距離を確保してきたが故に，聴覚障害者を対象にリベ
ラル・アーツ教育やその学位を提供するという特性が保たれてきた，ということもまた事実である。そ
のことを踏まえると，同大学のアメリカ高等教育全体における特殊大学としての相対的な位置づけにつ
いても，今後慎重に検討していく必要があると考えられる。

おわりに

本稿では，ギャローデット大学が聴覚障害者を対象にリベラル・アーツ教育やB.A.,	B.S.学位等のリ
ベラル・アーツ学位を150年間提供し続けてきた点を評価し，同大学がリベラル・アーツ教育を重んじ
る高等教育機関として誕生したという歴史的な背景とその意味について考察した。それを踏まえ，リベ
ラル・アーツ・ユニバーシティとしての同大学の現状と課題について検討した。同大学は，ろう者社会
の中心地としての機能と高等教育機関としての機能の緊張関係やバランスを上手く保つために，リベラ
ル・アーツ・ユニバーシティとして，リベラル・アーツ教育内容や学位の厳格性について積極的に再評
価する必要があるということを，現状の課題として考察した。またその際には，アメリカ高等教育全体
との関係における同大学の特殊大学として位置づけについても目を向けていく事の必要性を示した。

本稿で残された課題としては，ギャローデット大学の提供するリベラル・アーツ教育内容や伝統的学
位そのものの独自性を深めて検討できなかった点にある。特にデフ・スタディーズやアメリカ手話に関
するB.A.学位プログラムがある点は，他の高等教育機関と比較しても特徴的であることが指摘できる
ため，それらを分析する価値はあるだろう。ただし本研究の課題を，「聴覚障害者」に対し，専門職業
的な学位ではなく，リベラル・アーツ学位を提供する，という点に特徴を見出した立場からすれば，先
ずはそれを可能とした背景や現状の困難を分析することを優先事項とするのが妥当かと考えた。ギャ
ローデット大学を対象とする邦文の少なさからも，このことが言える。今後はその点も踏まえ，伝統的
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私立カレッジ等を始めとする，聴者社会において主流の高等教育機関との相対化を視点に，リベラル・
アーツ・ユニバーシティとしてのギャローデット大学について検討を続けていきたい。
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